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(57)【要約】
　モバイルデバイスの中でまたはこれを用いて使用する
ためのスキャンによりロケーション変化を検出し、支援
データを監視するための１つまたは複数の動作または技
法を容易化または支援するために、全体的または部分的
に利用され得るいくつかの例示的な方法、装置、または
製造品を、本明細で開示する。簡潔には、少なくとも一
実施形態により、方法が、モバイルデバイスにおいて、
モバイルデバイスのロケーションの概略推定を取得する
ことと、概略的に推定されたロケーションの信号収集範
囲内の複数の送信機を識別することと、送信機の少なく
ともいくつかに宛てたプローブ要求を送信することと、
送信機から受信されるプローブ要求への応答数が閾値数
未満である場合、モバイルデバイスの受信機においてパ
ッシブスキャンを選択的に起動することとを含み得る。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイルデバイスで、前記モバイルデバイスのロケーションの概略推定を取得すること
と、
　前記概略的に推定されたロケーションの信号収集範囲内の複数の送信機を識別すること
と、
　前記送信機の少なくともいくつかに宛てたプローブ要求を送信することと、
　前記送信機から受信される前記プローブ要求の応答数が閾値数未満である場合、前記モ
バイルデバイスの受信機でパッシブスキャンを選択的に起動することと
を備える方法。
【請求項２】
　前記モバイルデバイスが、前記パッシブスキャンにより収集される信号に少なくとも部
分的に基づいて、ロケーションコンテキスト識別子（ＬＣＩ）によって識別される異なる
フロアまたはエリアに移動したかどうかを決定することをさらに備える、請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
　前記複数の送信機が、前記モバイルデバイスで受信される測位支援データに少なくとも
部分的に基づいて識別される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記パッシブスキャンに少なくとも部分的に基づいて、前記モバイルデバイスの位置フ
ィックスを取得することと、
　前記モバイルデバイスの前記取得された位置フィックスに少なくとも部分的に基づいて
、前記モバイルデバイスのロケーション追跡フィルタをリスタートすることと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記モバイルデバイスの前記取得された位置フィックスに少なくとも部分的に基づいて
、更新された測位支援データを取得することをさらに備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ロケーション追跡フィルタが、パーティクルフィルタを備える、請求項４に記載の
方法。
【請求項７】
　前記送信機の前記少なくともいくつかが、その１つまたは複数の予測信号特性があらか
じめ定められた閾値を超える送信機を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記あらかじめ定められた閾値がユーザ設定できる、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記１つまたは複数の信号特性が、受信された信号強度型の特性、往復遅延時間型の特
性、またはその任意の組合せのうちの少なくとも１つを備える、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記複数の送信機の１つまたは複数が、固定ロケーション送信機を備える、請求項１に
記載の方法。
【請求項１１】
　　ワイヤレスネットワークと通信するためのワイヤレストランシーバと、
　　　モバイルデバイスのロケーションの概略推定を取得し、
　　　前記概略的に推定されたロケーションの信号収集範囲内の複数の送信機を識別し、
　　　前記送信機の少なくともいくつかに宛てたプローブ要求を送信し、
　　　前記送信機から受信される前記プローブ要求の応答数が閾値数未満である場合、前
記モバイルデバイスの受信機でパッシブスキャンを選択的に起動する
　　ための命令でプログラムされる１つまたは複数のプロセッサと
　を備えるモバイルデバイス
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を備える装置。
【請求項１２】
　前記１つまたは複数のプロセッサが、
　前記パッシブスキャンに少なくとも部分的に基づいて、前記モバイルデバイスの位置フ
ィックスを取得し、
　前記モバイルデバイスの前記取得された位置フィックスに少なくとも部分的に基づいて
、前記モバイルデバイスのロケーション追跡フィルタをリスタートする
ための命令でさらにプログラムされる、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記１つまたは複数のプロセッサが、前記モバイルデバイスの前記取得された位置フィ
ックスに少なくとも部分的に基づいて、更新された測位支援データを取得するための命令
でさらにプログラムされる、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記送信機の前記少なくともいくつかが、その１つまたは複数の予測信号特性があらか
じめ定められた閾値を超える送信機を備える、請求項１１に記載の装置。
【請求項１５】
　モバイルデバイスで、前記モバイルデバイスのロケーションの概略推定を取得するため
の手段と、
　前記概略的に推定されたロケーションの信号収集範囲内の複数の送信機を識別するため
の手段と、
　前記送信機の少なくともいくつかに宛てたプローブ要求を送信するための手段と、
　前記送信機から受信される前記プローブ要求の応答数が閾値数未満である場合、前記モ
バイルデバイスの受信機でパッシブスキャンを選択的に起動するための手段と
を備える装置。
【請求項１６】
　前記モバイルデバイスが、前記パッシブスキャンにより収集される信号に少なくとも部
分的に基づいて、ロケーションコンテキスト識別子（ＬＣＩ）によって識別される異なる
フロアまたはエリアに移動したかどうかを決定するための手段をさらに備える、請求項１
５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記複数の送信機が、前記モバイルデバイスで受信される測位支援データに少なくとも
部分的に基づいて識別される、請求項１５に記載の装置。
【請求項１８】
　前記パッシブスキャンに少なくとも部分的に基づいて、前記モバイルデバイスの位置フ
ィックスを取得するための手段と、
　前記モバイルデバイスの前記取得された位置フィックスに少なくとも部分的に基づいて
、前記モバイルデバイスのロケーション追跡フィルタをリスタートするための手段と
をさらに備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項１９】
　前記モバイルデバイスの前記取得された位置フィックスに少なくとも部分的に基づいて
、更新された測位支援データを取得するための手段をさらに備える、請求項１８に記載の
装置。
【請求項２０】
　前記ロケーション追跡フィルタが、パーティクルフィルタを備える、請求項１８に記載
の装置。
【請求項２１】
　前記送信機の前記少なくともいくつかが、その１つまたは複数の予測信号特性があらか
じめ定められた閾値を超える送信機を備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項２２】
　前記あらかじめ定められた閾値がユーザ設定できる、請求項２１に記載の装置。
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【請求項２３】
　前記１つまたは複数の信号特性が、受信された信号強度型の特性、往復遅延時間型の特
性、またはその任意の組合せのうちの少なくとも１つを備える、請求項２１に記載の装置
。
【請求項２４】
　　モバイルデバイスで、前記モバイルデバイスのロケーションの概略推定を取得し、
　　前記概略的に推定されたロケーションの信号収集範囲内の複数の送信機を識別し、
　　前記送信機の少なくともいくつかに宛てたプローブ要求を送信し、
　　前記送信機から受信される前記プローブ要求の応答数が閾値数未満である場合、前記
モバイルデバイスの受信機でパッシブスキャンを選択的に起動する
　ための専用コンピューティングプラットフォームによって実行可能な命令を記憶された
非一時的記憶媒体
を備える物品。
【請求項２５】
　前記記憶媒体が、前記パッシブスキャンにより収集される信号に少なくとも部分的に基
づいて、ロケーションコンテキスト識別子（ＬＣＩ）によって識別される異なるフロアま
たはエリアに、前記モバイルデバイスが移動したかどうかを決定するための命令をさらに
備える、請求項２４に記載の物品。
【請求項２６】
　前記記憶媒体が、
　前記パッシブスキャンに少なくとも部分的に基づいて、前記モバイルデバイスの位置フ
ィックスを取得し、
　前記モバイルデバイスの前記取得された位置フィックスに少なくとも部分的に基づいて
、前記モバイルデバイスのロケーション追跡フィルタをリスタートする
ための命令をさらに備える、請求項２４に記載の物品。
【請求項２７】
　前記記憶媒体が、前記モバイルデバイスの前記取得された位置フィックスに少なくとも
部分的に基づいて、更新された測位支援データを取得するための命令をさらに備える、請
求項２６に記載の物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願
　本願は、参照によりその全体が本明細書に組み込まれる、２０１３年１０月１５日に出
願した、米国特許出願第１４／０５４，６０２号、「ＭＥＴＨＯＤ　ＡＮＤ　ＡＰＰＡＲ
ＡＴＵＳ　ＦＯＲ　ＤＥＴＥＣＴＩＮＧ　ＬＯＣＡＴＩＯＮ　ＣＨＡＮＧＥＳ　ＡＮＤ　
ＭＯＮＩＴＯＲＩＮＧ　ＡＳＳＩＳＴＡＮＣＥ　ＤＡＴＡ　ＶＩＡ　ＳＣＡＮＮＩＮＧ」
に対する優先権を主張するＰＣＴ出願である。
【０００２】
　[0001]本開示は、一般に、モバイル通信デバイスの位置またはロケーション推定に関し
、より詳細には、モバイル通信デバイスの中でまたはこれを用いて使用するためのスキャ
ンによりロケーション変化を検出し、支援データを監視することに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0002]モバイル通信デバイス、たとえば、携帯電話、ポータブルナビゲーションユニッ
ト、ラップトップコンピュータ、携帯情報端末などが、より日常的になってきている。い
くつかのモバイル通信デバイス、たとえばロケーションアウェア携帯電話、スマートフォ
ンなどは、様々なシステムから取得または収集した測位支援データを提供することによっ
て、それらの地理的ロケーションをユーザが推定するのを支援し得る。たとえば、屋外環
境において、いくつかのモバイル通信デバイスは、携帯電話もしくは他のワイヤレス通信
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ネットワークを介して、全地球測位システム（ＧＰＳ）または他の同様の全地球航法衛星
システム（ＧＮＳＳ）などの衛星測位システム（ＳＰＳ）、セルラー基地局、ロケーショ
ンビーコンなどからワイヤレス信号を収集することによって、それらの地理的ロケーショ
ンの推定、またはいわゆる「位置フィックス（position fix）」を取得し得る。いくつか
の例では、収集されたワイヤレス信号は、モバイル通信デバイスによってまたはおいて処
理され得、それのロケーションは、知られている技法、たとえばアドバンストフォワード
リンク三辺測量（ＡＦＬＴ）、基地局識別などを使用して推定され得る。
【０００４】
　[0003]屋内環境では、時々、いくつかのモバイル通信デバイスは、１つまたは複数の位
置推定技法を容易化または支援するために衛星または類似のワイヤレス信号を確実に受信
または収集することができないことがある。たとえば、ＳＰＳまたは他のワイヤレス送信
機からの信号は、減衰されるかまたはさもなければ（たとえば、不十分、微弱、断片的、
ブロックされたなど）何らかの形で影響されることがあり、そのことが、位置推定のため
にそれらの信号を使用することを少なくとも部分的に妨げることがある。したがって、屋
内環境では、異なる技法が、ナビゲーションサービスまたはロケーションサービスを可能
にするために使用されることがある。たとえば、モバイル通信デバイスは、知られている
ロケーションに位置する３つ以上の地上波ワイヤレスアクセスポイントまでの距離を測定
することによって、位置フィックスを取得し得る。距離は、たとえば、適切なアクセスポ
イントから受信されたワイヤレス信号からメディアアクセス制御識別子（ＭＡＣ　ＩＤ）
アドレスを取得し、信号強度、往復遅延などの受信された信号の１つまたは複数の特性を
測定することによって測定され得る。
【０００５】
　[0004]時々、モバイル通信デバイスの屋内ロケーションが、たとえば、無線ヒートマッ
プ署名照合により推定され得、無線ヒートマップ署名照合では、デバイスで受信されるワ
イヤレス信号の現在のまたはライブの特性または署名が、データベース内にヒートマップ
値として記憶されている予測信号特性または前に測定された信号特性と比較される。しか
しながら、たとえば複数のフロア、アクセスポイント、または利用可能な経路（feasible
 route）を有するより大きい屋内環境または類似の環境などのいくつかの例では、無線ヒ
ートマップが、ワイヤレス通信リンク内の利用可能帯域幅、モバイル通信デバイスのメモ
リなどに重い負担をかけるほどに、極めて膨大または包括的であり得る。加えて、膨大な
または包括的な無線ヒートマップをダウンロードすること、またはさもなければこれにア
クセスすることが、たとえば、測位動作に関して待ち時間または処理時間をより長くする
ことにつながる可能性がある。これはまた、たとえば、限られた電力資源を備えた（たと
えば、バッテリー式など）モバイルデバイスなど、いくつかのモバイル通信デバイスの電
力消費を増やし、したがってそのようなデバイスの動作生存期間または実用性全般に影響
を及ぼす可能性がある。
【発明の概要】
【０００６】
　[0012]例示的な実装形態は、スキャンによりロケーション変化を検出し、支援データを
監視するための技法に関する。一実装形態では、方法が、モバイルデバイスにおいて、モ
バイルデバイスのロケーションの概略推定を取得することと、概略的に推定されたロケー
ションの信号収集範囲内の複数の送信機を識別することと、送信機の少なくともいくつか
に宛てたプローブ要求を送信することと、送信機から受信されるプローブ要求への応答数
が閾値数未満である場合、モバイルデバイスの受信機においてパッシブスキャンを選択的
に起動することとを備え得る。
【０００７】
　[0013]別の実装形態では、装置が、ワイヤレスネットワークと通信するためのワイヤレ
ストランシーバを備えたモバイルデバイスと、モバイルデバイスのロケーションの概略推
定を取得し、概略的に推定されたロケーションの信号収集範囲内の複数の送信機を識別し
、送信機の少なくともいくつかに宛てたプローブ要求を送信し、送信機から受信されるプ
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ローブ要求への応答数が閾値数未満である場合、モバイルデバイスの受信機においてパッ
シブスキャンを選択的に起動するための命令でプログラムされた１つまたは複数のプロセ
ッサとを備え得る。
【０００８】
　[0014]さらに別の実装形態では、装置が、モバイルデバイスにおいて、モバイルデバイ
スのロケーションの概略推定を取得するための手段と、概略的に推定されたロケーション
の信号収集範囲内の複数の送信機を識別するための手段と、送信機の少なくともいくつか
に宛てたプローブ要求を送信するための手段と、送信機から受信されるプローブ要求への
応答数が閾値数未満である場合、モバイルデバイスの受信機においてパッシブスキャンを
選択的に起動するための手段とを備え得る。
【０００９】
　[0015]さらに別の実装形態では、物品が、モバイルデバイスにおいて、モバイルデバイ
スのロケーションの概略推定を取得し、概略的に推定されたロケーションの信号収集範囲
内の複数の送信機を識別し、送信機の少なくともいくつかに宛てたプローブ要求を送信し
、送信機から受信されるプローブ要求への応答数が閾値数未満である場合、モバイルデバ
イスの受信機においてパッシブスキャンを選択的に起動するために、専用コンピューティ
ングプラットフォームによって実行可能な命令を記憶された非一時的記憶媒体を備え得る
。ただし、これらは例示的な実装形態にすぎず、特許請求する主題はこれらの特定の実装
形態に限定されないことを理解されたい。
【００１０】
　[0005]以下の図を参照しながら非限定的で非網羅的な態様について説明し、別段の規定
がない限り、様々な図の全体を通して、同様の参照番号は同様の部分を指す。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】[0006]例示的な動作環境の実装形態に関連する特徴を示す概略図。
【図２】[0007]スキャンによりロケーション変化を検出し、支援データを監視するための
技法を容易化または支援するために行われ得る例示的なプロセスの一実装形態を示すフロ
ー図。
【図３】[0008]モバイルデバイスの概略ロケーションのエリアをカバーする例示的な無線
ヒートマップの一実装形態を示す図。
【図４】[0009]スキャンによりロケーション変化を検出し、支援データを監視するための
技法を容易化または支援するために行われ得る例示的なプロセスの別の実装形態を示すフ
ロー図。
【図５】[0010]モバイルデバイスに関連する例示的なコンピューティング環境の実装形態
を示す概略図。
【図６】[0011]サーバに関連する例示的なコンピューティング環境の実装形態を示す概略
図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　[0016]以下の詳細な説明では、請求する主題の完全な理解を与えるために、多数の具体
的な詳細が記載される。ただし、請求する主題は、これらの具体的な詳細を伴わず実施さ
れ得ることが当業者には理解されよう。他の例では、請求する主題を不明瞭にしないよう
に、当業者には既知であろう方法、装置、またはシステムは、詳細に説明されていない。
【００１３】
　[0017]モバイル通信デバイスの中でまたはこれを用いて使用するためのスキャンにより
ロケーション変化を検出し、支援データを監視するための１つまたは複数の動作または技
法を容易化または支援するために、全体的または部分的に実装され得るいくつかの例示的
な方法、装置、または製造品を、本明細で開示する。本明細書で使用する「モバイルデバ
イス」、「モバイル通信デバイス」、「ワイヤレスデバイス」、「ロケーションアウェア
モバイルデバイス」、またはそのような用語の複数形は、交換可能に使用されることがあ
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り、位置またはロケーションが時折変化し得る、任意の種類の専用コンピューティングプ
ラットフォームまたは装置を指し得る。いくつかの例では、モバイル通信デバイスは、た
とえば、１つまたは複数の通信プロトコルに従った、情報のワイヤレス送信または受信を
通して、モバイルの、または他の方式の他のデバイスと通信することが可能であり得る。
例示として、本明細書では単にモバイルデバイスと呼ばれ得る専用モバイル通信デバイス
は、たとえば、携帯電話、スマートフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ラップトップコン
ピュータ、個人用エンターテイメントシステム、タブレットパーソナルコンピュータ（Ｐ
Ｃ）、個人用オーディオまたはビデオデバイス、個人用ナビゲーションデバイスなどを含
み得る。しかしながら、これらは、少なくとも部分的に、スキャンによりロケーション変
化を検出し、支援データを監視するための１つまたは複数の動作または技法を実施するた
めに使用され得るモバイルデバイスの例にすぎず、請求する主題は、この点について限定
されないことを理解されたい。「位置」および「ロケーション」という用語は、本明細で
は互換的に使用され得ることにも留意されたい。
【００１４】
　[0018]この文脈では、ロケーションコンテキスト識別子（ＬＣＩ）は、ローカルに定義
される地理的領域を指し得、そのエリアと関連する地理的にリンクされた情報、たとえば
、グローバル座標系に従ってマッピングされる、またはされないことがある建築物、建築
物の特定のフロア、建築物のある部分もしくは翼部（wing）、または類似のエリアなどを
記憶するまたはこれにアクセスするために使用され得る。下記で分かるように、１つまた
は複数のＬＣＩは、測位支援データの一部としてモバイルデバイスに選択的に適用され得
、少なくとも部分的に、たとえば１つまたは複数の無線ヒートマップと関連して、モバイ
ルデバイスの屋内位置フィックスを取得または改善するために使用され得る。実装形態に
応じて、たとえば１つまたは複数のＬＣＩが、屋内ナビゲーションシステム、適切なサー
バなどによってモバイルデバイスに提供され得るまたは利用可能にされ得る。たとえば、
１つまたは複数のＬＣＩは、１つの可能な実装形態を単に例示すると、ロケーションサー
バに記憶され得、統一資源位置指定子（ＵＲＬ）の選択によりモバイルデバイスによって
アクセス可能であり得る。
【００１５】
　[0019]時々、たとえば測位信号または類似の信号を収集するためなど、収集範囲内に位
置する全部または大部分のワイヤレス送信機を検出または発見するために、モバイルデバ
イスが屋内または類似の関心エリアの１つまたは複数のＷｉ－Ｆｉ（登録商標）スキャン
を行うことが有用であり得る。たとえば、時々、モバイルデバイスが、アクティブスキャ
ン、パッシブスキャン、またはその任意の組合せを行い得る。下記で分かるように、モバ
イルデバイスが、たとえば１つまたは複数のユニキャストパケットの形で、１つまたは複
数のプローブ要求を、１つまたは複数の知られているワイヤレス送信機に送信し、１つま
たは複数のプローブ応答を受信することにより、エリアのアクティブスキャンを実施し得
る。たとえば、モバイルデバイスが、所与のエリア内のいくつかの知られているワイヤレ
ス送信機に送信要求（ＲＴＳ：request to send）を送信し得、ワイヤレス送信機が、送
信許可（ＣＴＳ：clear to send）プローブ応答で応答し得る。プローブ応答は、たとえ
ば、探査されるワイヤレス送信機の基本サービスセット識別情報（ＢＳＳＩＤ：basic se
rvice set identification）、関連するＷｉ－Ｆｉ型ワイヤレス通信ネットワークのサー
ビスセット識別情報（ＳＳＩＤ）、または少なくとも部分的に位置特定のために使用され
得る他の情報を含み得る。
【００１６】
　[0020]アクティブスキャンが、必ずしもデータトラフィックをブロックするとは限らず
、より少ない時間で完了し得る（たとえば、ワイヤレス送信機につき１０ｍｓなど）。こ
こで、たとえば探査されるワイヤレス送信機に対する１つまたは複数のアクティブ測定が
、取得され得る、または集められ得る。たとえば、いくつかの例では、たとえば知られて
いるワイヤレス送信機が比較的一貫したロケーション依存特性を発する、または比較的一
貫した処理遅延を示す場合、たとえばそれぞれのＲＳＳＩまたはＲＴＴが、取得され得る
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、または集められ得る。したがって、「アクティブスキャン」および「アクティブ測定」
という用語は、本明細書では互換的に使用され得る。以下でより詳細に説明するように、
１つまたは複数のアクティブスキャンまたは測定が、少なくとも部分的に、効果的または
効率的な屋内測位のために使用され得る。ＲＴＳが、一般には、知られているＭＡＣアド
レスおよび周波数チャネルを有するワイヤレス送信機に送られ得るが、しかしながら時々
、周波数チャネルは、知られていないことがある。また、比較的多数の圏内ワイヤレス送
信機があり得るので、いくつかの例では、アクティブスキャンのオーバヘッドが極めて高
いことがある。
【００１７】
　[0021]したがって、いくつかの例では、たとえば圏内ワイヤレス送信機の周波数チャネ
ルを取得するために、パッシブスキャンが実施され得る、または行われ得る。一般に、パ
ッシブスキャンは、モバイルデバイスの収集範囲内の１つまたは複数のワイヤレス送信機
によって伝えられる周期的なビーコン型のワイヤレス信号を「リッスンすること」を含み
得る。ここで、スキャンされるワイヤレス送信機のＭＡＣアドレスを知っていることは、
たとえば必要または有用ではないことがあり、パッシブスキャンが、隠されたサービスセ
ット識別情報（ＳＳＩＤ）を有するワイヤレス送信機を検出し得る。したがって、たとえ
ばパッシブスキャンは、モバイルデバイスの収集範囲内に位置する全部または大部分のワ
イヤレス送信機のＭＡＣアドレス、対応する動作チャネルなどのリストを提供し得る、ま
たは生み出し得る。しかしながらパッシブスキャンは、たとえば完了するのに比較的長い
時間がかかる可能性があり（たとえば、３秒など）、モバイルデバイスがスキャン中にデ
ータトラフィックを送信または受信することを妨げる可能性がある。したがって、時々、
パッシブスキャンは、たとえばアクティブスキャンとの関連で、より多くのエネルギーを
消費する、電力または帯域幅の費用がかかるなどの可能性がある。当然、これらは、パッ
シブスキャンまたはアクティブスキャンに関する例にすぎず、請求する主題はそのように
限定されない。
【００１８】
　[0022]上述のように、いくつかの例では、測位支援データが、たとえば、１つまたは複
数のＬＣＩにより識別可能な屋内または類似の関心エリアの電子デジタルマップを備え得
る。電子デジタルマップが、たとえば、ドア、玄関、階段、エレベータ、壁など、エリア
の屋内特徴、ならびに化粧室、店舗、入口、公衆電話など、関心地点を含み得る。たとえ
ば１つまたは複数の関連するＬＣＩにより識別された、屋内または類似の関心エリアのデ
ジタルマップを取得することによって、モバイルデバイスが、その現在のロケーションを
エリアの表示されたマップ上に重ね合わせて、関連するユーザにさらなるコンテキスト、
基準系などを提供することができ得る。当然、これらは、デジタルマップまたはＬＣＩに
関する例にすぎず、請求する主題はそのように限定されない。
【００１９】
　[0023]時々、測位支援データは、たとえば、屋内または類似の環境のために構成された
無線ヒートマップを含み得る。無線ヒートマップが、たとえば、ワイヤレス信号の観察さ
れる特性または予測信号強度を示すいわゆる信号「署名」（たとえば、ＲＳＳＩなど）、
往復遅延時間（たとえば、ＲＴＴなど）、または屋内もしくは類似の関心エリア内の特定
のロケーションにおける類似の特性を表す無線ヒートマップ値を備え得る。無線ヒートマ
ップが、たとえば、１つまたは複数のワイヤレス通信リンクを介したダウンロードのため
に、適切なサーバ（たとえば、ロケーションサーバ、測位支援サーバなど）によって提供
され得る、または利用可能にされ得る。ダウンロードされた無線ヒートマップが、上述の
ように、１つまたは複数の信号署名照合動作を容易化または支援するために、たとえばモ
バイルデバイスのローカルメモリに記憶または「キャッシュ」され得る。無線ヒートマッ
プが、屋内または類似の関心エリア内の知られているロケーションに位置する、たとえば
１つまたは複数のアクセスポイントなど、１つまたは複数のワイヤレス送信機までの距離
の測定を容易化または支援し得る。したがって、知られているワイヤレス送信機に対して
、たとえば無線ヒートマップが、特定のロケーションを、そのロケーションにおける予測
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信号署名（たとえば、ＲＳＳＩ、ＲＴＴなど）を表すヒートマップ値と関連付け得る。し
たがって、たとえば１つまたは複数の知られているワイヤレス送信機と関連付けられたヒ
ートマップ値により、モバイルデバイスが観察された信号署名を屋内または類似の関心エ
リア内のロケーションと相互に関連付けることが可能になり得る。
【００２０】
　[0024]上記で言及したように、比較的大きなもしくは多階の屋内または類似の環境のた
めの測位支援データ（たとえば、ワイヤレス送信機のロケーション、無線ヒートマップ、
表示用のデジタルマップ、経路グラフなど）は、極めて膨大または包括的である可能性が
あり、これが、処理時間の増大につながる、モバイルデバイスの電力消費に影響を及ぼす
などの可能性がある。たとえば、時々、モバイルデバイスが位置している（たとえば、シ
ョッピングモールなどの）特定のフロアに関して不確実性があることがある。この不確実
性を解明するために、モバイルデバイスが、たとえば、各候補フロアに対して、複数の無
線ヒートマップをダウンロードし得る。この場合も、これは多くの時間を要し、ネットワ
ーク帯域幅、モバイルデバイスのメモリまたは電力を浪費するなどの可能性がある。加え
て、時々、少なくとも部分的に、限られたメモリ資源、カバレージ、またはメタデータ転
送プランなどにより、モバイルデバイスが、たとえば包括的な無線ヒートマップをローカ
ルメモリに確実に受信またはダウンロードすることができない可能性がある。したがって
、時々、たとえばいくつかのモバイルデバイスの屋内測位またはナビゲーション能力は、
あまり有用でない、または場合によっては不良であることがある。
【００２１】
　[0025]したがって、たとえば比較的大きなもしくは多階の屋内または類似の環境におい
てなど、いくつかの例では、モバイルデバイスが位置している可能性のある場所の一般的
エリア（たとえば、建築物の特定のフロア、翼部など）を解明または決定することは有用
であり得る。モバイルデバイスは次いで、その特定のエリアで使用するためのより小さい
、局部的な測位支援データ（たとえば、ヒートマップの一部、特定のフロアに位置してい
るワイヤレス送信機のロケーション、関連ＬＣＩにより識別されるデジタルマップなど）
を提供され得る。時々、たとえばモバイルデバイスは、知られているロケーションに位置
する１つまたは複数のワイヤレス送信機から信号を収集することによって、そのロケーシ
ョンを、室内エリアの特定の部分、建築物の特定のフロアなどにあると解明し得る。たと
えば、モバイルデバイスは、モバイルデバイスの収集範囲内に位置するワイヤレス送信機
（たとえば、ＩＥＥＥ規格８０２．１１アクセスポイントなど）によって送信される信号
を変調してＭＡＣアドレスまたは他の情報を収集し得る。十分な数のワイヤレス送信機に
よって送信された信号を収集して、たとえばモバイルデバイスは、そのロケーションはよ
り大きい屋内または類似の環境の特定のエリア内であると推論または決定し得る。次いで
モバイルデバイスは、たとえば適切なサーバを介して、その特定のエリアに適用可能なよ
り小さいサイズの測位支援データを要求し得る、またはこれにアクセスし得る。
【００２２】
　[0026]いくつかの例では、モバイルデバイスは、利用可能な測位支援データの局部的な
（たとえば、より小さいなど）セグメントによってそれぞれサービスを提供され得る様々
なエリア（たとえば、フロア、翼部など）に頻繁に出入りすることによって、たとえば、
多階のショッピングモール内など、屋内または類似の環境内で移動し得る。したがって、
時々、新しい測位支援データを取得するために、たとえば、新しく遭遇したエリアの全部
または大部分の圏内ワイヤレス送信機を検出または発見することが有用であり得る。この
ために、たとえばモバイルデバイスは、パッシブスキャンを実施するように「勧められる
」（たとえば、構成される、プログラムされる、デフォルト設定されるなど）ことが可能
である。残念ながら、パッシブスキャンを繰り返して使用すると、上述のように、かなり
のバッテリーまたはネットワークリソースを消費する、セルラーまたは類似の通信を遮断
するなどの可能性がある。したがって、たとえば、アクティブ測定によりパッシブスキャ
ンの数を最小にすると同時に、全体的または部分的に、位置特定のために使用され得る検
出ワイヤレス送信機の数を増やすことによって、より効果的または効率的な屋内ロケーシ
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ョンまたはナビゲーション技法を実施し得る１つまたは複数の方法、システム、または装
置を開発することが望ましい可能性がある。
【００２３】
　[0027]したがって、以下でより詳細に説明するように、一実装形態では、パッシブスキ
ャンを起動する代わりに、たとえばモバイルデバイスが、たとえば１つまたは複数の知ら
れているワイヤレス送信機を探査しながら、１つまたは複数のアクティブ測定（たとえば
、ＲＳＳＩ、ＲＴＴなど）を利用し得る。たとえば、１つの可能な実装形態を単に例示す
ると、モバイルデバイスが、モバイルデバイスの推定される一般的エリア内にあると識別
され、その観察または予測されるＲＳＳＩ値があらかじめ定められたＲＳＳＩ閾値よりも
高いワイヤレス送信機に、ＲＴＳを送り得る。そこからＣＴＳ応答が受信される、探査さ
れるワイヤレス送信機の数が、ある閾値数よりも大きい場合、たとえばモバイルデバイス
は、そのロケーションはその推定される一般的エリア内であると推論し得る。そこからＣ
ＴＳ応答が受信される、探査されるワイヤレス送信機の数が、ある閾値数未満である場合
、たとえばモバイルデバイスは、そのロケーションはその推定される一般的エリア内では
ないまたはもはやないと推論し得る。そのような場合、モバイルデバイスは、たとえば、
とりわけパッシブスキャンを起動し得る。下記で分かるように、時々、モバイルデバイス
はまた、モバイルデバイスのロケーションが変わった（たとえば、ユーザがフロアを変え
たなど）かどうかを決定するために、ＬＣＩ検出をトリガし得る。たとえばモバイルデバ
イスのロケーションが変わったと決定される場合など、いくつかの例では、適用可能な無
線ヒートマップまたはその一部、デジタルマップなどを含んだ新しい測位支援データが、
少なくとも部分的に位置特定のためにダウンロードおよび使用され得る。
【００２４】
　[0028]いくつかの探査されるワイヤレス送信機から受信されるＣＴＳ応答が、ある閾値
数よりも大きい場合、たとえばモバイルデバイスは、そのロケーションはその推定される
一般的エリア内であると推論し得る。いくつかの探査されるワイヤレス送信機から受信さ
れるＣＴＳ応答が、ある閾値数未満である場合、たとえばモバイルデバイスは、そのロケ
ーションはその推定される一般的エリア内ではないまたはもはやないと推論し得る。その
ような場合、モバイルデバイスは、モバイルデバイスのロケーションが変わった（たとえ
ば、ユーザがフロアを変えたなど）かどうかを決定するために、ＬＣＩ検出をトリガして
、たとえば、とりわけパッシブスキャンを起動し得る。そうである場合、たとえば、適用
可能な無線ヒートマップまたはその一部、デジタルマップなどを含んだ新しい測位支援デ
ータが、少なくとも部分的に位置特定のためにダウンロードされ、使用され得る。
【００２５】
　[0029]図１は、スキャンによりロケーション変化を検出し、支援データを監視するため
の１つもしくは複数のプロセスまたは動作を容易化または支援することができる、例示的
な動作環境１００の実装形態と関連する特徴を示す概略図である。上述のように、動作環
境１００は、たとえば、モバイルデバイス１０２によって全体的または部分的に使用され
得る、屋内または類似の環境のための１つまたは複数の無線ヒートマップと関連して実装
され得る。動作環境１００は、本明細書では、公衆ネットワーク（たとえば、インターネ
ット、ワールドワイドウェブ）、私的ネットワーク（たとえば、イントラネット）、ワイ
ヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮなど）など、様々な通信ネットワークまた
はネットワークの組合せのコンテキストにおいて、全体的にまたは部分的に実装され得る
非限定的な例として説明されることを諒解されたい。請求する主題は、屋内の実装形態に
限定されないことも留意されたい。たとえば、時々、本明細書で説明する１つまたは複数
の動作または技法は、ビルの谷間、都市広場、講堂、駐車場ビル、屋上、中庭など、部分
的または実質的に閉じたエリアを含み得る屋内のような環境内で、少なくとも部分的に実
行され得る。時々、本明細書で説明する１つまたは複数の動作または技法は、屋外環境内
で、少なくとも部分的に実行され得る。
【００２６】
　[0030]図示のように、動作環境１００は、たとえば、１つまたは複数の通信プロトコル
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に従ってワイヤレス通信リンク１１０を介してモバイルデバイス１０２と通信可能な１つ
または複数の衛星１０４、トランシーバ基地局１０６、ワイヤレス送信機１０８などを備
え得る。衛星１０４は、たとえば、米国の全地球測位システム（ＧＰＳ）、ロシアのＧＬ
ＯＮＡＳＳシステム、欧州のＧａｌｉｌｅｏシステム、ならびに衛星システムまたは将来
開発される任意の衛星システムの組合せから衛星を利用し得る任意のシステムなど、１つ
または複数の衛星測位システム（ＳＰＳ）に関連付けられ得る。トランシーバ基地局１０
６、ワイヤレス送信機１０８などは、たとえば、実装形態に応じて、同じまたは類似のタ
イプのデバイスであってよく、あるいはアクセスポイント、無線ビーコン、セルラー基地
局、フェムトセルなど、異なるタイプのデバイスを表してもよい。時々、たとえばワイヤ
レス送信機１０８など、１つまたは複数のワイヤレス送信機は、ワイヤレス信号を送信な
らびに受信可能であってよい。
【００２７】
　[0031]図示していないが、いくつかの例では、たとえば動作環境１００は、屋内または
類似の関心エリアと関連付けられた比較的多数のワイヤレス送信機１０８を含み得る。例
示のために、一般的には、必ずしもそうとは限らないが、アクセスポイント、フェムトセ
ルなどの多数のワイヤレス送信機１０８が、たとえば、より膨大または包括的な無線ヒー
トマップと対応または相互に関連し得る。上述のように、時々、これは、比較的大きな測
位支援データを有することにつながるまたはそのような結果となる可能性があり、これは
位置決定、ロケーションまたはナビゲーションサービスを少なくとも部分的に不可能にし
、モバイルデバイス１０２の電力消費などに影響を及ぼす可能性がある。当然、これらは
、動作環境１００に関する詳細にすぎず、請求する主題はそのように限定されない。
【００２８】
　[0032]いくつかの例では、１つまたは複数のトランシーバ基地局１０６、ワイヤレス送
信機１０８などは、たとえば、１つまたは複数のワイヤレス通信リンク１１４、１１０な
どを介して適切な情報を提供可能な１つまたは複数のワイヤードまたはワイヤレスの通信
ネットワークまたは計算ネットワークを備え得るネットワーク１１２に動作可能に結合さ
れ得る。下記で分かるように、情報は、たとえば、無線ヒートマップ、デジタルマップ、
ＬＣＩ、１つまたは複数のトランシーバ基地局１０６、ワイヤレス送信機１０８などのア
イデンティティまたはロケーション、ＳＰＳにより取得される最新の位置フィックス、プ
ローブ要求または応答などの測位支援データを含み得る。一実装形態では、ネットワーク
１１２は、たとえば、モバイルデバイス１０２、１つまたは複数のトランシーバ基地局１
０６、ワイヤレス送信機１０８、ならびに動作環境１００に関連する１つまたは複数のサ
ーバなど、適切なコンピューティングプラットフォームまたはデバイス間の通信を容易化
または支援することが可能であり得る。いくつかの例では、サーバは、たとえば、動作環
境１００に関連する１つまたは複数の動作またはプロセスを容易化または支援可能な、ロ
ケーションサーバ１１６、測位支援サーバ１１８、ならびに１２０で全般に示す１つまた
は複数の他のサーバ（たとえば、ナビゲーション、情報、マップなどのサーバなど）を含
み得る。
【００２９】
　[0033]下記で分かるように、ロケーションサーバ１１６は、たとえば、動作環境１００
に関連する屋内または類似の関心エリア内など、モバイルデバイス１０２のロケーション
の概略推定を提供し得る。たとえばモバイルデバイス１０２のロケーションの概略推定は
、ＳＰＳにより取得された最後のまたは最新の位置フィックス、関連するユーザによって
（たとえば、ショッピングモールなどのアドレスをタイプする、名前を選択するなどによ
って）与えられた入力、１つまたは複数の知られているワイヤレス送信機までの測定され
た距離などに、少なくとも部分的に基づいて決定され得る。たとえば、時々、モバイルデ
バイス１０２のロケーションの概略推定は、モバイルデバイス１０２が所与の時間にどの
基地局１０６、ワイヤレス送信機１０８などを使用しているかを知ることによってなど、
１つまたは複数の基準点までの近接性を使用して決定され得る。加えて、時々、ロケーシ
ョンサーバ１１６は、たとえば、適用可能なデジタルマップと関連して、特定の屋内また
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は類似の関心エリアのＬＣＩを提供し得る。上述のように、ＬＣＩが、たとえば、グロー
バル座標系に従ってマッピングされていない建築物の特定のフロアまたは翼部など、ロー
カルに定義されるエリアを備え得る。したがって、たとえば、屋内または類似の関心エリ
アの入口においてまたは入場時など、いくつかの例では、モバイルデバイス１０２は、適
用可能な屋内エリアをカバーする１つまたは複数のＬＣＩを提供するように、ロケーショ
ンサーバ１１６に要求を伝達し得る。ここで、ロケーションサーバ１１６が、たとえば１
つまたは複数のＬＣＩによって識別されるエリアと概略位置を関連付け、次いで関連ＬＣ
Ｉをモバイルデバイス１０２に伝達し得るように、要求が、モバイルデバイス１０２のロ
ケーションの概略推定を参照し得る。
【００３０】
　[0034]いくつかの例では、モバイルデバイス１０２は、１つもしくは複数のＬＣＩによ
って識別されるエリアに関連するナビゲーション、マップ、または他の情報（たとえば、
デジタルマップ、経路グラフなど）を取得するために、たとえばサーバ１２０などの適切
なサーバとの後続のメッセージ内で、全体的または部分的に、１つまたは複数の受信され
たＬＣＩを利用し得る。たとえば測位支援サーバ１１８は、ワイヤレス送信機のロケーシ
ョンまたはアイデンティティ（たとえば、ＭＡＣアドレスなど）、１つまたは複数のＬＣ
Ｉにより識別されるエリアをカバーする無線ヒートマップなどの、測位支援データを提供
し得る。一定数のコンピューティングプラットフォームまたはデバイスを本明細書で示す
が、任意の数の適切なコンピューティングプラットフォームまたはデバイスが、動作環境
１００に関連する１つまたは複数の技法またはプロセスを容易化またはさもなければ支援
するために実装されてよいことに留意されたい。たとえば、時々、ネットワーク１１２は
、モバイルデバイス１０２、１つまたは複数のトランシーバ基地局１０６、ワイヤレス送
信機１０８、サーバ１１６、１１８、１２０などと通信するためのカバレージエリアを拡
張するために、１つまたは複数のワイヤードまたはワイヤレス通信ネットワーク（たとえ
ば、Ｗｉ－Ｆｉなど）に結合され得る。いくつかの例では、ネットワーク１１２は、たと
えば、カバレージのフェムトセルベースの動作領域を容易化または支援し得る。この場合
も、これらは実装形態の例にすぎず、請求する主題はこの点について限定されない。
【００３１】
　[0035]このことを念頭に置いて次に図２に注目すると、図２は、たとえば図１のモバイ
ルデバイス１０２などのモバイルデバイスの中でまたはこれを用いて使用するためのスキ
ャンによりロケーション変化を検出し、支援データを監視するための１つまたは複数の動
作または技法を容易化または支援するために、全体的または部分的に実施され得る例示的
なプロセス２００の実施を示すフロー図である。たとえば、例示的なプロセス２００に関
連する入力信号、出力信号、動作、結果など、収集または作成された情報が、１つまたは
複数のデジタル信号を介して表され得ることに留意されたい。１つまたは複数の動作が、
同時に、またはある順序に関して、示されまたは説明されていても、他の順序または同時
の動作が利用されてもよいことも諒解されたい。加えて、以下の説明は、いくつかの他の
図に示される特定の態様はまた特徴に言及するが、１つまたは複数の動作は、他の態様ま
たは特徴とともに実行され得る。
【００３２】
　[0036]たとえば例示的なプロセス２００が、モバイルデバイスにおいて、モバイルデバ
イスのロケーションの概略推定を取得することを伴う動作２０２で開始し得る。上述のよ
うに、モバイルデバイスのロケーションの概略推定が、たとえば、ＳＰＳから取得される
最新の位置フィックス、ユーザ入力、１つまたは複数の基準点への近接性、１つまたは複
数のワイヤレス送信機までの測定された距離などにより取得され得る。動作２０４で、た
とえば複数の送信機が、概略的に推定されたロケーションの信号収集範囲内で識別され得
る。たとえば、時々、複数の送信機が、モバイルデバイスの概略ロケーションのエリアを
カバーする無線ヒートマップにより、前に行われたＷｉ－Ｆｉスキャン（たとえば、パッ
シブ、アクティブなど）、関連ＬＣＩ、キャッシュされたルーティング可能性グラフなど
により、識別され得る。いくつかの例では、別の可能な実装形態を単に例示すると、たと
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えば複数の送信機の１つまたは複数が、固定ロケーション送信機（たとえば、固定基準点
を有する１つまたは複数の送信機など）を備え得る。
【００３３】
　[0037]動作２０６に関して、複数の送信機を識別すると、たとえばモバイルデバイスが
、これらの送信機の少なくともいくつかに宛てたいくつかのプローブ要求（たとえば、Ｒ
ＴＳなど）を送信し得る。たとえば、いくつかの例では、モバイルデバイスが、その１つ
または複数の予測信号特性（たとえば、ＲＳＳＩ、ＲＴＴなど）があらかじめ定められた
ある閾値を超える送信機にプローブ要求を宛て得る。ここで、前述のように、たとえば、
これらの１つまたは複数の予測信号特性に関する１つまたは複数のアクティブ測定が、少
なくとも部分的に利用され得る。
【００３４】
　[0038]たとえば、図３に示すように、その予測ＲＳＳＩ値があらかじめ定められたある
閾値を超える、参照符号ＡからＪの、いくつかの隣接した送信機が、たとえばモバイルデ
バイスの概略ロケーション３０２のエリアをカバーする無線ヒートマップ３００により、
選択され得る。ここで、説明のために、たとえば各網掛けされたエリア３０４が、それぞ
れ、送信機Ａ～Ｊの無線信号分布または関心範囲に対応し得る、またはこれを表し得る。
上述のように、少なくとも１つの実装形態では、関心範囲は、たとえば、予測ＲＳＳＩ値
があらかじめ定められたあるＲＳＳＩ閾値よりも高い範囲を備え得る。ＲＳＳＩ閾値が、
少なくとも部分的に、試験的に決定され得、たとえばあらかじめ定義される、もしくは構
成される、またはさもなければ、特定の用途、環境、送信機などに応じて、何らかの方法
で動的に定義され得る。限定ではなく例として、１つの特定のシミュレーションまたは試
みにおいて、約－９０ｄＢｍ（１ミリワットに関してマイナス９０デシベルの電力）とい
うＲＳＳＩ閾値が、探査される知られている送信機を選択する際に有用であるとわかり得
る。当然、無線ヒートマップまたはＲＳＳＩ閾値に関連する詳細は例にすぎず、請求する
主題はそうした例に限定されない。たとえば、上述のように、たとえば関心領域内に位置
する複数の知られている送信機が、比較的一貫した処理遅延を示す場合など、いくつかの
例では、それぞれのＲＴＴ測定が少なくとも部分的に利用され得る。
【００３５】
　[0039]したがって、図３に示すように、時々、モバイルデバイスが、たとえば送信機Ａ
、Ｂ、およびＣなど、その予測ＲＳＳＩ値があらかじめ定められたＲＳＳＩ閾値を超える
いくつかの送信機の範囲内に位置していると決定され得る。したがって、ここで、モバイ
ルデバイスが、たとえば、これらの送信機に宛てたいくつかのプローブ要求を送信し得る
。やはり図に示すように、時々、たとえば、送信機ＡからＪなどの隣接した送信機の範囲
３０４が、少なくとも部分的に、無線ヒートマップ３００によってカバーされる屋内また
は類似の環境内の無線伝搬またはマルチパス効果（たとえば、壁フェージングもしくはシ
ャドウイング、床反射など）のために等方性ではない可能性がある。当然、これらは、送
信機または範囲に関する例にすぎず、請求する主題はそのように限定されない。
【００３６】
　[0040]図２のプロセス２００に戻って参照すると、動作２０８で、送信機（たとえば、
図３の送信機Ａ、Ｂ、およびＣなど）から受信されるプローブ要求の応答数が、閾値数未
満を備える場合、パッシブスキャンが、たとえばモバイルデバイスの受信機で、選択的に
起動され得る。たとえば、あるシミュレーションまたは試みにおいて、探査されるように
選択されたロケーション送信機が応答していない場合、いくつかの特定のまたは関連する
イベントが発生した可能性があることが観察される。より詳細には、探査されるロケーシ
ョン送信機の非応答は、関連するユーザがフロアを変えたことを示す可能性があり、この
場合、１つまたは複数の適切な技法を使用して関連ＬＣＩを決定し、提供することが有用
であり得る。
【００３７】
　[0041]ここで、たとえば１つまたは複数のＬＣＩ曖昧性解消（ＬＣＩ－Ｄ）技法が、全
体的または部分的に使用され得る。たとえば、１つの可能な実装形態を単に例示すると、
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モバイルデバイスまたは適切なサーバが、モバイルデバイスが所与の時間に受信している
１つまたは複数のワイヤレス信号に少なくとも部分的に基づいて、モバイルデバイスの概
略的ロケーションをカバーするいくつかの候補ＬＣＩの間でまたは中で曖昧性を解消する
または区別することが可能である。したがって、モバイルデバイスが、たとえば特定のＬ
ＣＩと関連するロケーション送信機からワイヤレス信号を受信している場合、そのＬＣＩ
がモバイルデバイスに提供され得る。モバイルデバイスが、複数のＬＣＩと関連する複数
の送信機からワイヤレス信号を受信している場合、時々、たとえば特定のＬＣＩに対応す
る取り込み画像から抽出される画像特徴が、候補ＬＣＩ間の曖昧性を解消するために、少
なくとも部分的に使用され得る。当然、これらは、ＬＣＩ－Ｄ技法に関する例にすぎず、
請求する主題はそのように限定されない。
【００３８】
　[0042]いくつかの例では、探査されるロケーション送信機の非応答は、たとえば、送信
機がオフになった、取り除かれた、または別のエリアに移動された可能性があることを示
すことがあり、この場合、応答しない送信機を無視することが有用であり得る。また、時
々、ロケーション送信機の非応答は、たとえば屋内または類似の環境の無線伝搬チャネル
の変化を示す可能性があり、これは、適用可能な測位支援データの再生成または再構成を
必要とし得る。したがって、いくつかの例では、１つまたは複数のアクティブ測定と関連
して実施されるプローブ要求は、たとえば、探査されるロケーション送信機の非応答の特
定の理由を決定する助けとなり得、これは、下記で分かるように、利益をもたらし得る。
【００３９】
　[0043]上記の説明を続けると、たとえば特定のエリア内の選択された送信機に対してア
クティブ測定を行うと、それらのうちのＮから応答が受信されず、ここでＮがある閾値数
Ｎ0よりも大きい場合、そのエリア内のさらなるアクティブ測定には、送信機に関連する
知識が不十分であると仮定され得る。そのような場合、たとえば、送信機の非応答の理由
を決定するために、パッシブスキャンを起動することが有用であり得る。同様に、ここで
、閾値数N0が、少なくとも部分的に、試験的に決定され得、たとえばあらかじめ定義され
る、もしくは構成される、またはさもなければ、特定の用途、環境、送信機などに応じて
、何らかの方法で動的に定義されることがある。
【００４０】
　[0044]いくつかの例では、１つまたは複数の適切な技法を使用するなど、モバイルデバ
イスのロケーション決定を改善または強化するために、たとえば、動作２０８のパッシブ
スキャンと関連して、１つまたは複数のプロセスを実施することもまた有用であり得る。
限定ではなく例として、全体的または部分的にパッシブスキャンと関連して実施され得る
１つまたは複数のプロセスは、以下に記載するものを含み得るが、請求する主題はそのよ
うに限定されない。
【００４１】
　[0045]たとえば、ここで、関連するモバイルデバイスのユーザがエリア（たとえば、フ
ロア、翼部など）を変えたかどうかをチェックするためにたとえばパッシブスキャンの結
果を使用して、新しいＬＣＩの検出を実施するプロセスが起動され得る。そうである場合
、新しいＬＣＩを含んだ新しいまたは適用可能な測位支援データが、たとえば、モバイル
デバイスに提供またはダウンロードされ得る。新しいＬＣＩの検出は、たとえば、上述の
ような１つまたは複数のＬＣＩ－Ｄ技法により行われ得る。時々、ここで、たとえば単一
点フィックスプロセスが、パッシブスキャン中に取得された１つもしくは複数の測定、ま
たは１つもしくは複数のアクティブ測定（たとえば、その後など）を使用して行われ得る
。実装に応じて、測定は、上述のように、たとえば、ＲＳＳＩ測定、ＲＴＴ測定などを備
え得る。単一点フィックスは、たとえば、任意の適切な単一点フィックス測位ソリューシ
ョンまたは技法を使用して実施され得る。また、ここで、たとえば適切なパーティクル（
particle）フィルタが、モバイルデバイス、適切なサーバ、もしくはその任意の組合せに
おいて、またはこれらによってリスタートされ得る。パーティクルフィルタは、一般に知
られており、ここでより詳細に説明する必要はない。加えて、ここで、１つの可能な実装
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形態を単に例示すると、たとえば圏内送信機の新しいセットが、たとえば適切なプロセス
により、新しく推定されたロケーションを使用して測位支援データ（たとえば、ヒートマ
ップ、デジタルマップなど）から抽出または導出され得る。
【００４２】
　[0046]いくつかの例では、１つもしくは複数の新しく抽出または導出された送信機が応
答しない場合、ここで、たとえばこれらの送信機にサービスを提供している適切な企業管
理システムが、これらの送信機が稼働中であるかどうか（たとえば、オフにされているな
ど）を決定するために、たとえば適切なプロセスにより、問合せまたは接触され得る。た
とえば、１つまたは複数の応答しない送信機が稼働中ではない（たとえば、オフにされて
いるなど）場合、それらのそれぞれの測位支援データは、適切な方法でフラグを立てられ
ることが可能であり、送信機が稼働中に戻される（たとえば、再びオンにされるなど）ま
で無視され得る。さもなければ、たとえば、応答しない送信機は取り除かれた、別のエリ
アに再配置されたなどと、または環境動態が変わったと推論され得る。そのような場合、
たとえば、測位支援データの再生成または再構成が要求され得る。
【００４３】
　[0047]上述の例を続けると、応答しない送信機の数Ｎが、たとえばある閾値数Ｎ0未満
である場合、時々、パッシブスキャンは必要またはさもなければ有用ではないことがある
。したがって、モバイルデバイスは、たとえば、さらに監視するために、１つまたは複数
の応答しない送信機を適切なサーバに報告し得る。適切なサーバが、応答しない送信機の
リストを集めるまたは管理することが可能であり、たとえば、上述のように、企業管理サ
ーバに接触することによって、比較的頻繁に応答しない送信機の状態を（たとえば、定期
的になど）チェックし得る。随意にまたは代替として、応答しない送信機の情報（たとえ
ば、ＭＡＣアドレス、ロケーションなど）は、特定の屋内または類似の関心エリアのため
の測位支援データから取り除かれ得る。
【００４４】
　[0048]図４は、たとえばＩＥＥＥ規格８０２．１１アクセスポイントなど、複数の適切
な送信機を用いたエリアのスキャンにより、ロケーション変化を検出し、支援データを監
視するための１つまたは複数の動作または技法を容易化または支援するために、全体的ま
たは部分的に実施され得る例示的なプロセス４００の実装を示すフロー図である。この場
合も、ここで、例示的なプロセス４００に関連する、たとえば入力信号、出力信号、動作
、結果など、収集または作成された情報が、１つまたは複数のデジタル信号を介して表さ
れ得る。同様に、１つまたは複数の動作が、同時にまたはある順序に関して示されまたは
説明されていても、他の順序または同時の動作が利用されてよいことを諒解されたい。ま
た、以下の説明は、たとえば、いくつかの他の図に示される特定の態様はまた特徴に言及
し得るが、１つまたは複数の動作は、他の態様または特徴とともに実行され得る。
【００４５】
　[0049]例示的なプロセス４００は、たとえば、モバイルデバイスのロケーションの概略
推定または例示的なプロセス４００を容易化するまたは支援する任意の他の適切な情報（
たとえば、デジタルマップ、経路グラフなど）が要求または取得され得る動作４０２から
始まり得る。動作４０４で、１つまたは複数の圏内アクセスポイントが、たとえば適用可
能な無線ヒートマップから、導出または抽出され得る。上述のように、ここで、たとえば
１つまたは複数のアクティブ測定が、全体的または部分的に使用され得る。たとえば、１
つの可能な実装形態を単に例示すると、適用可能な無線ヒートマップから、その予測ＲＳ
ＳＩがあらかじめ定められた閾値よりも高いいくつかの圏内アクセスポイントが選択され
得る。動作４０６に関して、いくつかの選択された圏内アクセスポイントが、たとえば、
関連する屋内または類似の関心エリアのアクティブスキャンを行うことにより探査され得
る。
【００４６】
　[0050]動作４０８で、たとえば、上述のように、いくつかの応答しないアクセスポイン
トに関して決定が行われ得る。応答しないアクセスポイントの数が、あらかじめ定められ
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たある閾値数を超えると決定される場合、動作４１０で、たとえば応答しないアクセスポ
イントが、（たとえば、さらに監視するなどのために）適切なサーバに報告され得る。動
作４１２に関して、たとえば１つまたは複数の位置特定プロセスが、関心のモバイルデバ
イスに対して実施され得る。いくつかの例では、ここで、パーティクルフィルタが、１つ
の可能な例として、少なくとも部分的に使用され得る。やはり上述のように、応答しない
アクセスポイントのリストが、たとえば、何らかの方法で（たとえば、適切なサーバ、モ
バイルデバイスなどで）集められる、または管理されることが可能である。たとえば１つ
または複数の応答しないアクセスポイントに関する情報が、必要な場合、適用可能な測位
支援データ（たとえば、無線ヒートマップなど）から取り除かれ得る。適切な位置特定を
行って、たとえばプロセス４００は、たとえば動作４１４で、何らかの方法で終了され得
る。
【００４７】
　[0051]一方では、応答しないアクセスポイントの数が、閾値数よりも大きいと決定され
る場合、たとえば例示的なプロセス４００は、動作４１６に進むことが可能であり、この
ポイントで、パッシブスキャンが行われ得る。上述のように、いくつかの例では、パッシ
ブスキャンが、たとえばパッシブスキャン結果を使用して、ＬＣＩ検出をトリガし得、Ｌ
ＣＩ－Ｄが、動作４１８で示すように、たとえば上述の１つまたは複数の技法を使用して
、エリアが変わった（たとえば、ユーザがフロア、翼部などを変えた）かどうかを検出す
るために行われ得る。動作４２０で、エリアが変わったと決定される場合、たとえば１つ
または複数の関連ＬＣＩにより識別される新しい測位支援データが、モバイルデバイスに
提供され得、パッシブスキャンまたは単一点フィックスが、その後にたとえば動作４２４
で行われ得る。しかしながら、エリアが変わっていない場合、動作４２０から動作４２４
への矢印により示すように、パッシブスキャンまたは単一点フィックスは、新しい測位支
援データを取得することなく行われ得る。
【００４８】
　[0052]動作４２６に関して、たとえばいくつかの圏内アクセスポイント（たとえば、新
しいセットなど）が、たとえば、動作４０４と同様に、（たとえば、関連ＬＣＩなどによ
り）新しく推定されたロケーションを使用して、適用可能な無線ヒートマップから抽出さ
れ得る。同様に、動作４２８で、たとえば圏内アクセスポイントのアクティブスキャンが
行われ得る。動作４３０で、閾値数を超えるいくつかの反応しないアクセスポイントが依
然として残っていると決定される場合、例示的なプロセス４００は、動作４３６に進み得
、屋内または類似の環境（たとえば、現場など）は、上述のように、たとえば測位支援デ
ータ再生成または再構成のために、フラグを立てられ得る。その後、例示的なプロセス４
００は、たとえば動作４３８で終了され得る。一方では、応答しないアクセスポイントの
数が、閾値数未満であると決定される場合、動作４３２で、たとえば適切な位置特定動作
が、たとえばパーティクルフィルタなどをリスタートすることにより、行われ得る。ここ
で、モバイルデバイスの位置フィックスを取得して、時々、たとえば更新された測位支援
データが、（たとえば、新しいエリアなどで）デバイスの屋内ロケーションを改善または
強化するために、要求または取得され得る。図示のように、たとえば例示的なプロセス４
００は、任意の適切な方法で、動作４３４で終了され得る。
【００４９】
　[0053]したがって、本明細書で説明するように、スキャンによりロケーション変化を検
出し、支援データを監視するための１つまたは複数の動作または技法は、利益をもたらし
得る。たとえば、１つまたは複数の圏内ワイヤレス送信機の非応答性は、（たとえば、関
連するユーザが別のフロア、翼部などに移動した場合）１つまたは複数のＬＣＩにより識
別可能なエリアにおけるモバイルデバイスのロケーションが変わったかどうかを決定する
ために、有意義に分析され得る。それはまた、たとえば、送信機がオフにされたかどうか
、サービスを中止されたかどうか、別のエリアに移動されたもしくは再配置されたかどう
かなどを推論することによって、１つまたは複数の圏内ワイヤレス送信機が、十分な位置
特定のために信頼され得るかどうかのより効果的または効率的な決定を可能にし得る。ま
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た、屋内または類似の関心エリア内の環境動態の変化に関して知ることは、たとえばそれ
は、適用可能な測位支援データを再生成または再構成することが必要または有用であり得
るかどうか、またはそれはいつであり得るかについての洞察を提供し得るので、有利であ
り得る。
【００５０】
　[0054]別の利益は、たとえば、１つまたは複数のアクティブスキャンに応じていくつか
の食い違いが観察される場合、１つまたは複数の応答しない圏内ワイヤレス送信機が、最
小限またはさもなければ縮小されたパッシブスキャンの利用で十分に評価され得ることで
あり得る。これは、上述のように、モバイルデバイスの電力消費、メモリ、動作生存期間
、または実用性全般を改善し得る。また、エリアまたはＬＣＩ変化の比較的速い発見また
は検出が、たとえば、関連するユーザ体験、ロケーションまたはナビゲーションサービス
などに良い影響を及ぼし得る。１つまたは複数の応答しない圏内ワイヤレス送信機を監視
するまたは迅速に取り除くと、たとえば環境における変化が検出される場合に、測位支援
データのタイムリーな更新が、適切な位置特定プロセスまたはエンジンをより正確にまた
は信頼できるように維持する際に有用であることが判明し得る。当然、スキャンによりロ
ケーション変化を検出し、支援データを監視するための１つまたは複数の動作または技法
のいくつかの態様のそのような説明は一例にすぎず、請求する主題はそのように限定され
ない。
【００５１】
　[0055]図５は、たとえば屋内または類似の環境におけるより効果的または効率的な測位
のために、スキャンによりロケーション変化を検出し、支援データを監視するための１つ
または複数の動作または技法を容易化または支援するために少なくとも部分的に使用され
得るモバイルデバイスに関連する例示的なコンピューティング環境の実装形態の概略図で
ある。例示的なコンピューティング環境は、たとえば、図１のモバイルデバイス１０２の
１つまたは複数の特徴または態様を含み得るモバイルデバイス５００を備え得るが、請求
する主題はそのように限定されない。たとえば、いくつかの例では、モバイルデバイス５
００は、適切なワイヤレス通信ネットワークに対するアンテナ５０６などを介して、５０
４で全般に参照されるワイヤレス信号を送信または受信可能なワイヤレストランシーバ５
０２を備え得る。ワイヤレストランシーバ５０２は、たとえば、ワイヤレストランシーバ
バスインターフェース５１０を介してバス５０８に結合または接続され得る。実装形態に
応じて、時々、ワイヤレストランシーババスインターフェース５１０は、たとえば、ワイ
ヤレストランシーバ５０２に少なくとも部分的に統合され得る。いくつかの実装形態は、
ほんのいくつかの例を挙げれば、ワイヤレスフィデリティー（ＷｉＦｉ（登録商標））、
符号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））、ロ
ングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）
など、対応する複数のワイヤレス通信規格に従って、信号を送信または受信することを可
能にするために、複数のワイヤレストランシーバ５０２またはアンテナ５０６を含み得る
。
【００５２】
　[0056]一実装形態では、たとえばモバイルデバイス５００は、たとえばＳＰＳまたは類
似のアンテナ５１６を介して、１つまたは複数のＳＰＳまたは他の適切なワイヤレス信号
５１４を受信または収集可能なＳＰＳまたは類似の受信機５１２を備え得る。ＳＰＳ受信
機５１２は、モバイルデバイス５００の概略的またはそうではないロケーションを推定す
るために、１つまたは複数の収集されたＳＰＳ信号５１４を全体的または部分的に処理し
得る。いくつかの例では、１つまたは複数の汎用プロセッサ５１８、メモリ５２０、デジ
タルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）５２２、または図示していない類似の専用デバイスま
たはプロセッサが、収集されたＳＰＳ信号５１４を全体的または部分的に処理するため、
ＳＰＳ受信機５１２などとともにモバイルデバイス５００のロケーションを計算するため
、などに利用され得る。たとえば、スキャンによりロケーション変化を検出し、支援デー
タを監視するための１つまたは複数の技法に関連する、１つまたは複数の測位動作を実施



(18) JP 2016-539321 A 2016.12.15

10

20

30

40

50

するための、ＳＰＳ信号または他の信号の記憶は、メモリ５２０、適切なレジスタまたは
バッファ（図示せず）で、少なくとも部分的に行われ得る。図示していないが、少なくと
も１つの実装形態では、１つまたは複数のプロセッサ５１８、メモリ５２０、ＤＳＰ５２
２、または類似の特殊なデバイスもしくはプロセッサは、モバイルデバイスの概略推定を
取得することと、概略的に推定されたロケーションの信号収集範囲内の複数の送信機を識
別することと、送信機の少なくともいくつかに宛てたプローブ要求を送信することと、い
くつかの送信機から受信されるプローブ要求への応答が閾値数未満を備える場合、モバイ
ルデバイスの受信機でパッシブスキャンを選択的に起動することとができる１つまたは複
数の処理モジュールを備え得ることを理解されたい。１つまたは複数の処理モジュールの
うちの全部または一部が、ハードウェア、ファームウェア、ソフトウェア、またはそれら
の任意の組合せを使用して、またはさもなければ含んで実装され得ることにも留意された
い。
【００５３】
　[0057]図示のように、ＤＳＰ　５２２は、バス５０８を介してプロセッサ５１８とメモ
リ５２０とに結合または接続され得る。図示していないが、いくつかの例では、バス５０
８は、ＤＳＰ　５２２、プロセッサ５１８、メモリ５２０など、モバイルデバイス５００
の１つまたは複数の適用可能な構成要素と統合され得る１つまたは複数のバスインターフ
ェースを備え得る。様々な実施形態では、本明細書で説明する１つまたは複数の動作また
は機能は、ほんのいくつかの例を挙げれば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＦＬＡＳＨ、ディスクドラ
イブのようなコンピュータ可読記憶媒体上など、メモリ５２０に記憶された１つまたは複
数の機械可読命令の実行に応答して実行され得る。命令は、たとえば、プロセッサ５１８
、図示していない１つまたは複数の専用プロセッサ、ＤＳＰ　５２２などを介して実行可
能であり得る。メモリ５２０は、本明細書で説明する動作または機能を実行するために、
プロセッサ５１８、ＤＳＰ　５２２などによって実行可能であり得るソフトウェアコード
（たとえば、プログラミングコード、命令など）を記憶し得る、非一時的プロセッサ可読
メモリ、コンピュータ可読命令などを備え得る。
【００５４】
　[0058]モバイルデバイス５００は、ほんのいくつかの例を挙げれば、たとえば、スピー
カー、マイクロフォン、ディスプレイデバイス、振動デバイス、キーボード、タッチスク
リーンなど、いくつかのデバイスのうちのいずれか１つ含み得るユーザインターフェース
５２４を備え得る。少なくとも一実装形態では、ユーザインターフェース５２４は、ユー
ザがモバイルデバイス５００上で提供される１つまたは複数のアプリケーションと対話す
ることを可能にし得る。たとえば、ユーザインターフェース５２４の１つまたは複数のデ
バイスは、ユーザからの入力または作動に応答して、ＤＳＰ　５２２、プロセッサ５１８
などによってさらに処理されるために、メモリ５２０上にアナログまたはデジタルの信号
を記憶し得る。同様に、モバイルデバイス５００上で提供される１つまたは複数のアプリ
ケーションは、出力信号をユーザに提示するために、メモリ５２０内にアナログまたはデ
ジタルの信号を記憶し得る。いくつかの実装形態では、モバイルデバイス５００は、随意
に、たとえば、専用のスピーカー、マイクロフォン、デジタル－アナログ回路、アナログ
－デジタル回路、増幅器、利得制御などを備える専用のオーディオ入力／出力（Ｉ／Ｏ）
デバイス５２６を含み得る。しかしながら、これは、オーディオＩ／Ｏデバイス５２６が
いかに実装され得るかの例にすぎず、請求する主題がこの点で限定されないことを理解さ
れたい。分かるように、モバイルデバイス５００は、キーボード、タッチスクリーンなど
に加えられるタッチまたは類似の圧力に応答する、１つまたは複数のタッチスクリーン５
２８を備え得る。
【００５５】
　[0059]一実装形態では、モバイルデバイス５００は、たとえば、静止画または動画をキ
ャプチャする、１つまたは複数のＬＣＩ－Ｄ技法を容易化する、その他のために、専用ま
たはそうではないカメラ５３０を備え得る。カメラ５３０は、ほんのいくつかの例を挙げ
れば、たとえば、カメラセンサーまたは類似の撮像デバイス（たとえば、電荷結合デバイ
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ス、相補型金属酸化物半導体（ＣＭＯＳ）タイプ撮像素子など）、レンズ、アナログ－デ
ジタル回路、フレームバッファなどを備え得る。いくつかの例では、１つまたは複数のキ
ャプチャされた画像を表す信号の追加の処理、調整、符号化、または圧縮が、たとえば、
プロセッサ５１８、ＤＳＰ　５２２などにおいて、少なくとも部分的に実行され得る。随
意にまたは代替として、専用またはそれ以外のビデオプロセッサ５３２は、１つまたは複
数のキャプチャされた画像を表す信号の調整、符号化、圧縮、または操作を実行し得る。
加えて、ビデオプロセッサ５３２は、たとえば、モバイルデバイス５００のディスプレイ
（図示せず）上に表示するために、１つまたは複数の記憶された画像を復号または解凍す
ることができる。
【００５６】
　[0060]モバイルデバイス５００は、たとえば、１つまたは複数の慣性センサー、周囲環
境センサーなど、バス５０８に結合または接続された１つまたは複数のセンサー５３４を
備え得る。センサー５３４の慣性センサー５３４は、ほんのいくつかの例を示せば、たと
えば、（たとえば、１次元、２次元または３次元におけるモバイルデバイス５００の加速
度などに集合的に応答する）１つまたは複数の加速度計、（たとえば、１つまたは複数の
コンパスなどの用途などを支援するための）ジャイロスコープまたは磁力計などを備え得
る。モバイルデバイス５００の周囲環境センサーは、ほんのいくつかの例を挙げれば、た
とえば、１つまたは複数の温度センサー、気圧センサー、周辺光検出器、カメラセンサー
、マイクロフォンなどを備え得る。センサー５３４は、メモリ５２０に記憶され得、測位
またはナビゲーション動作、通信、ゲームなどを対象とする１つまたは複数のアプリケー
ションの支援などにおいて、ＤＳＰ　５２２、プロセッサ５１８などによって処理され得
る、アナログまたはデジタルの信号を生成し得る。
【００５７】
　[0061]特定の一実装形態では、モバイルデバイス５００は、ワイヤレストランシーバ５
０２、ＳＰＳ受信機５１２などを介して受信またはダウンコンバートされた信号のベース
バンド処理を実行可能な、専用またはそれ以外のモデムプロセッサ５３６を備え得る。同
様に、モデムプロセッサ５３６は、たとえば、ワイヤレストランシーバ５０２を介する送
信のためにアップコンバートされるべき信号のベースバンド処理を実行し得る。代替実装
形態では、専用のモデムプロセッサを有するのではなく、ベースバンド処理が、プロセッ
サ５１８、ＤＳＰ　５２２などによって少なくとも部分的に実行され得る。加えて、いく
つかの例では、インターフェース５３８は、別個の構成要素として示されているが、たと
えば、バス５０８またはＳＰＳ受信機５１２など、モバイルデバイス５００の１つまたは
複数の適用可能な構成要素に全体的または部分的に統合されてもよい。随意にまたは代替
として、ＳＰＳ受信機５１２は、バス５０８に直接、結合または接続されてもよい。しか
しながら、これらは、ベースバンド処理を実行し得る構成要素または構造の例にすぎない
こと、および請求する主題がこの点について限定されないことを理解されたい。
【００５８】
　[0062]図６は、たとえば、図１に関連して上記で説明したような、たとえば屋内または
類似の環境におけるより効果的または効率的な測位のために、スキャンによりロケーショ
ン変化を検出し、支援データを監視するための１つまたは複数の動作または技法を部分的
または実質的に実施または支援可能な１つまたは複数のサーバまたは他のデバイスに関連
し得る、またはこれらを含み得る、例示的なコンピューティング環境またはシステム６０
０の実装形態を示す概略図である。コンピューティング環境６００は、たとえば、通信ネ
ットワーク６０８を介して一緒に動作可能に結合され得る第１のデバイス６０２、第２の
デバイス６０４、第３のデバイス６０６などを含み得る。いくつかの例では、第１のデバ
イス６０２が、たとえば、知られているワイヤレス送信機のアイデンティティまたはロケ
ーション、無線ヒートマップ、プローブ要求または応答、基地局アルマナック、デジタル
マップ、ＬＣＩなど、測位支援データを提供することができるサーバを備え得る。たとえ
ば、第１のデバイス６０２はまた、モバイルデバイスのロケーションの概略推定に少なく
とも部分的に基づいてＬＣＩを、要求しているモバイルデバイスに供給可能なサーバを備
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え得る。第１のデバイス６０２はまた、モバイルデバイスからの要求において指定される
ＬＣＩのロケーションに関連のある屋内測位支援データを提供可能なサーバを備え得る。
第２のデバイス６０４または第３のデバイス６０６は、１つの可能な実装形態を単に例示
すると、たとえば、モバイルデバイスを備え得る。加えて、通信ネットワーク６０８は、
アクセスポイント、フェムトセルなど、１つまたは複数のワイヤレス送信機を備え得る。
当然、請求する主題は、これらの点で範囲を限定されない。
【００５９】
　[0063]第１のデバイス６０２、第２のデバイス６０４、または第３のデバイス６０６は
、通信ネットワーク６０８上で情報を交換可能であり得る任意のデバイス、機器、プラッ
トフォーム、または機械を表し得る。限定ではなく例として、第１のデバイス６０２、第
２のデバイス６０４、または第３のデバイス６０６のいずれかは、たとえばデスクトップ
コンピュータ、ラップトップコンピュータ、ワークステーション、サーバデバイスなどの
１つまたは複数のコンピューティングデバイスまたはプラットフォーム；たとえば携帯情
報端末、モバイル通信デバイスなど、１つまたは複数の個人用のコンピューティングデバ
イスまたは機器、あるいは通信デバイスまたは機器；たとえばデータベースまたは情報ス
トレージサービスプロバイダ／システム、ネットワークサービスプロバイダ／システム、
インターネットまたはイントラネットサービスプロバイダ／システム、ポータルまたはサ
ーチエンジンサービスプロバイダ／システム、ワイヤレス通信サービスプロバイダ／シス
テムなどのコンピューティングシステムまたは関連するサービスプロバイダ機能；あるい
はそれらの任意の組合せを含み得る。第１のデバイス６０２、第２のデバイス６０４、ま
たは第３のデバイス６０６のいずれかは、本明細書で説明する例示的な実装形態に従って
、モバイルデバイス、ワイヤレス送信機または受信機、サーバなどのうちの１つまたは複
数を備え得る。
【００６０】
　[0064]一実装形態では、通信ネットワーク６０８は、第１のデバイス６０２、第２のデ
バイス６０４、または第３のデバイス６０６のうちの少なくとも２つの間の情報の交換を
支援可能な１つまたは複数の通信リンク、プロセス、またはリソースを表し得る。限定で
はなく例として、通信ネットワーク６０８は、ワイヤレスまたはワイヤード通信リンク、
電話または電気通信システム、情報バスまたはチャネル、光ファイバー、地上波または宇
宙飛行体リソース、ローカルエリアネットワーク、広域ネットワーク、イントラネット、
インターネット、ルーターまたはスイッチなど、あるいはそれらの任意の組合せを含み得
る。図示のように、たとえば、第３のデバイス６０６の側で部分的にかくれている破線の
箱によって、通信ネットワーク６０８に動作可能に結合される追加の類似のデバイスが存
在することがある。本明細書で説明するように、コンピューティング環境６００内に示す
様々なデバイスまたはネットワーク、あるいはプロセスまたは方法の全部または一部は、
ハードウェア、ファームウェア、ソフトウェアまたはそれらの任意の組合せを使用して、
またはさもなければ含めて実装され得ることも認識されたい。
【００６１】
　[0065]限定ではなく例として、第２のデバイス６０４は、バス６１４を介してメモリ６
１２に動作可能に結合され得る少なくとも１つの処理ユニット６１０を含み得る。処理ユ
ニット６１０は、適切なコンピューティングプロシージャまたはプロセスの少なくとも一
部分を実行可能な１つまたは複数の回路を表し得る。たとえば、処理ユニット６１０は、
１つまたは複数のプロセッサ、コントローラ、マイクロプロセッサ、マイクロコントロー
ラ、特定用途向け集積回路、デジタルシグナルプロセッサ、プログラマブル論理デバイス
、フィールドプログラマブルゲートアレイなど、またはこれらの任意の組合せを含み得る
。
【００６２】
　[0066]メモリ６１２は、任意の情報ストレージ機構または機器を表し得る。たとえば、
メモリ６１２は、１次メモリ６１６および２次メモリ６１８を含み得る。たとえば、１次
メモリ６１６は、ランダムアクセスメモリ、読取り専用メモリなどを含み得る。この例で
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は処理ユニット６１０とは別個であるものとして示されているが、１次メモリ６１６の全
部または一部は、処理ユニット６１０内に設けられてよく、またはそうでなければ処理ユ
ニット６１０と併設／結合されてよいことを理解されたい。たとえば、２次メモリ６１８
は、１次メモリまたは１つまたは複数の情報記憶デバイスもしくはシステム、たとえば、
ディスクドライブ、光ディスクドライブ、テープドライブ、ソリッドステートメモリドラ
イブなどと、同じまたは同様のタイプのメモリを含み得る。いくつかの実装形態では、２
次メモリ６１８は、コンピュータ可読媒体６２０を動作可能に受け入れることができ、ま
たはそうでなければ、コンピュータ可読媒体６２０に結合するように構成可能であり得る
。コンピュータ可読媒体６２０は、たとえば、コンピューティング環境６００内の１つま
たは複数のデバイスに対する情報、コード、または命令を搬送し得るかまたはアクセス可
能にし得る、任意の非一時的記憶媒体を含み得る。コンピュータ可読媒体６２０はまた、
記憶媒体と呼ばれることもある。
【００６３】
　[0067]第２のデバイス６０４は、たとえば、第２のデバイス６０４を少なくとも通信ネ
ットワーク６０８に動作可能に結合することをもたらすかまたはさもなければ支援するこ
とができる、通信インターフェース６２２を含み得る。限定ではなく例として、通信イン
ターフェース６２２は、ネットワークインターフェースデバイスまたはカード、モデム、
ルーター、スイッチ、トランシーバなどを含み得る。第２のデバイス６０４はまた、たと
えば、入力/出力デバイス６２４を含み得る。入力/出力デバイス６２４は、人間または機
械の入力を受容またはさもなければ導入するように構成可能であり得る１つまたは複数の
デバイスまたは特徴、あるいは人間または機械の出力を配信またはさもなければ提供可能
であり得る１つまたは複数のデバイスまたは特徴を表し得る。限定ではなく例として、入
力/出力デバイス６２４は、動作可能に構成されたディスプレイ、スピーカー、キーボー
ド、マウス、トラックボール、タッチスクリーン、情報ポートなどを含み得る。
【００６４】
　[0068]本明細書で説明した方法は、特定の特徴または例に従って適用例に応じて様々な
手段によって実装され得る。たとえば、そのような方法は、ハードウェア、ファームウェ
ア、ソフトウェア、個別／固定論理回路、またはそれらの任意の組合せなどで実装され得
る。ハードウェアまたは論理回路実装では、たとえば、処理ユニットは、ほんの数例を挙
げると、１つまたは複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、デジタルシグナルプロセ
ッサ（ＤＳＰ）、デジタル信号処理デバイス（ＤＳＰＤ）、プログラマブル論理デバイス
（ＰＬＤ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プロセッサ、コント
ローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、電子デバイス、本明細書で説明し
た機能を実行するように設計された他のデバイスもしくはユニット、あるいはそれらの組
合せの中で実装され得る。
【００６５】
　[0069]ファームウェアまたはソフトウェア実装の場合、方法は、本明細書で説明した機
能を実行する命令を有するモジュール（たとえば、プロシージャ、関数など）を用いて実
装され得る。命令を有形に実施するいずれのコンピュータ可読媒体も、本明細書で説明す
る方法の実装において使用され得る。たとえば、ソフトウェアコードは、メモリに記憶さ
れ、プロセッサによって実行され得る。メモリは、プロセッサの内部またはプロセッサの
外部に実装され得る。本明細書で使用する「メモリ」という用語は、長期メモリ、短期メ
モリ、揮発性メモリ、不揮発性メモリ、または他のメモリのいずれかのタイプを指し、メ
モリの特定のタイプまたはメモリの数、あるいはメモリが記憶される媒体のタイプに限定
されない。少なくともいくつかの実装形態では、本明細書で説明する記憶媒体の１つまた
は複数の部分は、記憶媒体の特定の状態によって表される情報を表す信号を記憶すること
ができる。たとえば、情報を表す電子信号は、情報をバイナリ情報（たとえば、１と０）
として表すために、記憶媒体のそのような部分の状態に影響を及ぼすまたは変更すること
によって、（たとえば、メモリなど）記憶媒体の一部に「記憶」され得る。したがって、
特定の実装形態では、情報を表す信号を記憶するための記憶媒体の部分の状態のそのよう
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な変更は、異なる状態または物への記憶媒体の変換を構成する。
【００６６】
　[0070]図示のように、１つまたは複数の例示的な実装形態では、説明した機能は、ハー
ドウェア、ソフトウェア、ファームウェア、個別／固定論理回路、それらの何らかの組合
せなどで実装され得る。ソフトウェアで実装する場合、機能は、１つまたは複数の命令ま
たはコードとして物理的なコンピュータ可読媒体に記憶され得る。コンピュータ可読媒体
は物理的コンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされ
得る任意の利用可能な物理媒体であり得る。限定ではなく、例として、そのようなコンピ
ュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭまたは他
の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、
あるいは命令または情報構造の形態の所望のプログラムコードを記憶するために使用され
得、コンピュータまたはそれのプロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を
備え得る。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクト
ディスク（disc）（ＣＤ）、レーザディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）
、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk
）およびブルーレイ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、
情報を磁気的に再生し、ディスク（disc）は、情報をレーザで光学的に再生する。
【００６７】
　[0071]上記のように、モバイルデバイスは、１つまたは複数のワイヤレス通信技法を使
用して、様々な通信ネットワークを介して、情報のワイヤレス送信または受信を介して１
つまたは複数の他のデバイスと通信することができる。ここでは、たとえば、ワイヤレス
通信技法は、ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）、ワイヤレスローカルエ
リアネットワーク（ＷＬＡＮ）、ワイヤレスパーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）
などを使用して実施され得る。「ネットワーク」および「システム」という用語は、本明
細書では互換的に使用されることがある。ＷＷＡＮは、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネ
ットワーク、時間分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭ
Ａ）ネットワーク、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、シングルキャ
リア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネットワーク、Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏ
ｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）ネットワーク、ＷｉＭＡＸ（登録商標）（ＩＥＥＥ８０２．１６
）ネットワークなどであり得る。ＣＤＭＡネットワークは、ほんのいくつかの無線技術を
挙げれば、ｃｄｍａ２０００、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）、時分割同期符号分割多
元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）などの１つまたは複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を実装
し得る。この場合、ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－９５規格、ＩＳ－２０００規格、および
ＩＳ－８５６規格に従って実装される技術を含み得る。ＴＤＭＡネットワークは、Ｇｌｏ
ｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＳＭ
（登録商標））、Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｐｈｏｎｅ　Ｓｙ
ｓｔｅｍ（Ｄ－ＡＭＰＳ）、または何らかの他のＲＡＴを実装することができる。ＧＳＭ
およびＷ－ＣＤＭＡは、「３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐ
ｒｏｊｅｃｔ」（３ＧＰＰ（登録商標））という名称の組織からの文書に記載されている
。ｃｄｍａ２０００は、「３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐ
ｒｏｊｅｃｔ　２」（３ＧＰＰ２）という名称の組織からの文書に記載されている。３Ｇ
ＰＰおよび３ＧＰＰ２の文書は公に入手可能である。ＷＬＡＮは、ＩＥＥＥ８０２．１１
ｘネットワークを含み得、ＷＰＡＮは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈネットワーク、ＩＥＥＥ８０
２．１５ｘネットワーク、または他の何らかのタイプのネットワークを含み得る。本技法
はまた、ＷＷＡＮ、ＷＬＡＮ、および／またはＷＰＡＮの任意の組合せに関して実装され
得る。ワイヤレス通信ネットワークは、たとえば、Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉ
ｏｎ（ＬＴＥ）、Ａｄｖａｎｃｅｄ　ＬＴＥ、ＷｉＭＡＸ、Ｕｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ　
Ｂｒｏａｄｂａｎｄ（ＵＭＢ）など、いわゆる次世代技術（たとえば、「４Ｇ」）を含み
得る。
【００６８】
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　[0072]一実装形態では、モバイルデバイスは、たとえば、それのロケーションを推定す
ること、測位支援データを取得すること、携帯電話サービスをビジネスまたは家庭に展開
することなどを目的として、１つまたは複数のフェムトセルとの通信が可能であり得る。
本明細書で使用する「フェムトセル」は、１つまたは複数の適正な技法を使用してモバイ
ルデバイスから送信されるワイヤレス信号を検出可能であり得る１つまたは複数のより小
サイズのセルラー基地局を指し得る。一般的に、必ずしも必要ではないが、フェムトセル
は、数ある中でもほんのいくつかの例を挙げれば、たとえばＵｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂ
ｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＴＭＳ）、Ｌｏｎｇ
　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＬＴＥ）、Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ－Ｄａｔａ　Ｏｐｔｉ
ｍｉｚｅｄまたはＥｖｏｌｕｔｉｏｎ－Ｄａｔａ　Ｏｎｌｙ（ＥＶ－ＤＯ）、ＧＳＭ、Ｗ
ｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　
Ａｃｃｅｓｓ（ＷｉＭＡＸ）、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）２０００、時分割同期符号
分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）など、様々なタイプの通信技法を使用することができ
、または場合によっては様々なタイプの通信技法に適合し得る。いくつかの実装形態では
、フェムトセルは、たとえば、一体型ＷｉＦｉを備え得、インターネットなど、別の広帯
域ネットワークを経由して、より大きいセルラー電気通信ネットワークへのモバイルデバ
イスアクセスを提供し得る。しかし、フェムトセルに関するそのような詳細は、単に例に
すぎず、請求する主題はそのように限定されない。
【００６９】
　[0073]本明細書で説明する技法は、いくつかのＧＮＳＳまたはＧＮＳＳの組合せのうち
の任意の１つを含むＳＰＳを用いて使用され得る。さらに、技法は、「スードライト（ps
eudolites）」として働く地上波送信機、またはＳＶとそのような地上波送信機との組合
せを利用する測位システムを用いて使用され得る。地上波送信機は、たとえば、ＰＮコー
ドまたは（たとえば、ＧＰＳまたはＣＤＭＡセルラー信号などと同様の）他のレンジング
コードをブロードキャストする地上送信機を含み得る。そのような送信機には、遠隔受信
機による識別を可能にするように一意のＰＮコードが割り当てられ得る。地上波送信機は
、たとえば、トンネルの中、鉱山内、建築物の中、都市ビルの谷間または他の閉じられた
エリア内などの、軌道を回るＳＶからのＳＰＳ信号が利用できないことがある状況におい
てＳＰＳを補強するのに有用であり得る。スードライトの別の実装形態は無線ビーコンと
して知られている。本明細書で使用する「宇宙飛行体」（ＳＶ）という用語は、スードラ
イト、スードライトの等価物、および場合によっては他のものとして働く地上波送信機を
含むものとする。本明細書で使用する「ＳＰＳ信号」または「ＳＶ信号」という用語は、
スードライトまたはスードライトの等価物として働く地上波送信機を含む、地上波送信機
からのＳＰＳ様の信号を含むものとする。
【００７０】
　[0074]また、コンピュータ可読コードまたは命令は、送信機から受信機に物理伝送媒体
上で信号を介して（たとえば、電気デジタル信号を介して）送信され得る。たとえば、ソ
フトウェアは、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線
（ＤＳＬ）、あるいは赤外線、無線、またはマイクロ波などのワイヤレス技術の物理構成
要素を使用してウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信され得る。上
記の組合せも物理伝送媒体の範囲内に含まれ得る。そのようなコンピュータ命令は、異な
る時間に（たとえば、第１および第２の時間に）部分（たとえば、第１および第２の部分
）ごとに送信され得る。この発明を実施するための形態のいくつかの部分は、特定の装置
あるいは専用コンピューティングデバイスまたはプラットフォームのメモリ内に記憶され
得る２値デジタル信号に対する演算のアルゴリズムまたは記号表現に関して提示した。こ
の特定の明細書の文脈では、特定の装置などの用語は、プログラムソフトウェアからの命
令に従って特定の関数を実行するようにプログラムされた後の汎用コンピュータを含む。
アルゴリズムの説明または記号表現は、信号処理または関連技術において当業者が、彼ら
の仕事の本質を他の当業者に伝達するために使用する技法の例である。アルゴリズムは、
本明細書では、また一般に、所望の結果をもたらす自己無撞着な一連の演算または同様の
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信号処理であると考えられる。この文脈では、演算または処理は物理量の物理操作に関係
する。必ずしもそうとは限らないが、一般に、そのような量は、格納、転送、組合せ、比
較、または他の操作が可能な、電気信号または磁気信号の形態をとる。
【００７１】
　[0075]主に一般的な用法という理由で、信号をビット、情報、値、要素、記号、文字、
変数、項、数、数字などと呼ぶことは時々便利であることが分かっている。ただし、これ
らおよび同様の用語はすべて、適切な物理量に関連すべきものであり、便利なラベルにす
ぎないことを理解されたい。別段に明記されていない限り、上記の議論から明らかなよう
に、本明細書全体にわたって、「処理する」、「算出する」、「計算する」、「判定する
」、「解明する」、「識別する」、「関連付ける」、「測定する」、「実行する」などの
用語を利用する議論は、専用コンピュータまたは同様の専用電子コンピューティングデバ
イスのような、特定の装置の動作またはプロセスを指すことを理解されたい。したがって
、本明細書の文脈では、専用コンピュータまたは同様の専用電子コンピューティングデバ
イスは、専用コンピュータまたは同様の専用電子コンピューティングデバイスのメモリ、
レジスタ、または他の情報記憶デバイス、送信デバイス、またはディスプレイデバイス内
の、電子的、電気的、または磁気的な物理量として通常表される信号を操作または変換す
ることが可能である。
【００７２】
　[0076]本明細書で使用される「および」および「または」という用語は、そのような用
語が使用される文脈に少なくとも一部依存することも予想される、様々な意味を含み得る
。通常、「または」がＡ、ＢまたはＣなどの列挙を関連付けるために使用される場合、包
含的な意味で使用される場合はＡ、Ｂ、およびＣを意味し、さらに、排他的な意味で使用
される場合はＡ、ＢまたはＣを意味するものとする。本明細書全体にわたる「１つの例」
または「一例」という言及は、その例に関して説明する特定の特徴、構造、または特性が
、特許請求する主題の少なくとも１つの例の中に含まれることを意味する。したがって、
本明細書全体にわたる様々な箇所における「１つの例では」または「一例」という句の出
現は、必ずしもすべてが同じ例を指すわけではない。さらに、本明細書で使用する「１つ
または複数」という用語は、単数形の任意の機能、構造、または特性について説明するた
めに使用することができ、または機能、構造または特性の何らかの組合せについて説明す
るために使用することもできる。しかし、これは例示的な例にすぎないこと、および請求
する主題がこの例に限定されないことに留意されたい。さらに、それらの特定の特徴、構
造、または特性を組み合わせて１つまたは複数の例にすることができる。本明細書で説明
する例は、機械、デバイス、エンジン、またはデジタル信号を使用して動作する装置を含
み得る。そのような信号は、電子信号、光信号、電磁信号、またはロケーション間で情報
を提供する任意の形態のエネルギーを備え得る。
【００７３】
　[0077]本明細書では様々な方法またはシステムを使用していくつかの例示的な技法を説
明し、示したが、請求する主題を逸脱することなく、他の様々な変形を行うことができ、
均等物を代用することができることが、当業者には理解されよう。さらに、本明細書に記
載の中心概念から逸脱することなく、請求する主題の教示に特定の状況を適合させるため
に多くの変更を行うことができる。したがって、請求する主題は、開示された特定の例に
限定されず、そのような請求する主題は、添付の特許請求の範囲の範囲内に入るすべての
実装形態と、その均等物とをも含むものとする。
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